
 

平成２０年度 

ごみ減量・もったいないねット山形 総会 

日時：平成２０年５月２３日（金） 

午後２時３０分～午後４時 

会場：市役所 11 階 大会議室 

 

次  第 

 

 

１  開 会 

２  会長あいさつ 

３  市長あいさつ 

４  議長選出 

５  議 事 

    第１号議案   平成１９年度事業報告及び収支決算報告について 

            監査報告 

  第２号議案   平成２０年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

  第３号議案   役員改選について 

 

６  情報交換 

テーマ： 「捨てないで 紙類・布類！再資源化を進めよう」 

７  閉 会 

 



役 員 
 

会 長 副会長 幹 事 監 事 

菅 野 節 子 奥 野   弘 
小 関 幸 一 

佐 藤 吉 子 
長 瀬 洋 子 
森 谷 京 子 
渡 辺 裕 子 

江 口 幸 雄 

鈴 木 隆 男 

 

会 員 数 
平成２０年５月２２日現在 

 
個 人 団 体 事業者 

１５３ 人 ２４ 団体  ６６ 事業者 

 
  



平成１９年度事業報告 

 

１ 総会・役員会 

（１）総会・情報交換会   （ ５月２６日） 

（２）役員会    第１回 （ ４月１８日） 

第２回 （ ５月１７日） 

第３回 （ ５月２６日） 

第４回 （ ７月２０日） 

第５回 （ ９月１９日） 

第６回 （１１月３０日） 

第７回 （ １月３０日） 

第８回 （ ３月１８日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主な事業 

  （１）「山形市における布類及び紙類の資源化促進に向けた取組みに関する協定」締結 

                    （平成２０年３月１１日） 

  （２）会の活動内容パネル展示（３Ｒ推進山形大会‘０７参加） 

（１０月２７日～１０月２８日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
会員間の情報交換 

３Ｒ推進山形大会でのパネル展示 
 

布類・紙類資源化促進に向けた協定 

 
役員会 

第１号議案 

１ 

 



めます。   |

:・(市民団体の嶽組み)
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３ 各事業部会 

    部会ごとにスタッフが一体となって，企画・準備から各事業実施までを行った。 

 

（１）買い物袋持参運動部会  企画会議：８回 

会員が率先して買い物袋を持参し，また，買い物袋持参運動の呼びかけをとおし，不用な

レジ袋や過剰包装を断ることにより，ごみ減量を目指すため，買い物袋持参運動の啓発キャ

ンペーン等を実施した。 

① 店頭キャンペーン  （９月１９日） ジャスコ山形南店【本会会員】にて 

② 街頭キャンペーン  （１０月２０日） ほっとなる広場にて 

③ 創作マイバッグ募集 （１０月１０日～１１月１２日） 

テーマ：「買い物袋として使える男性用マイバッグ」 応募数：２２点 

④ 創作マイバッグコンテスト表彰式 （１２月８日） 市役所大会議室にて 

最優秀賞：１点 山形市長賞：１点 優秀賞：３点 佳作：５点 

   ⑤ 創作マイバッグコンテスト受賞作品の展示 （１月７日～１月１１日）市役所市民サロン 

【延べ１２１名スタッフ協力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）もったいないねット加盟店推奨部会  企画会議：４回 

 事業者会員のごみ減量や資源の再利用の取組情報を幅広く発信し，多くの人に周知すると

ともに，それらの取組を広めるため，事業者及び事業者団体会員に対しポスター等を配付し

た。 

① ポスター作製・配付   （１２月） 

② ミニのぼり旗作製・配付 （ ３月） 

【延べ４０名スタッフ協力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創作マイバッグ 

コンテスト 

山形市長賞 →   

 

 部会スタッフの皆さん 店頭キャンペーン 

（ジャスコ山形南店） 

↑ 最優秀賞 

 

 

作製・配付したポスター 

事業者会員店頭に 

貼ってあるポスター ごみ減量標語を使ったミニのぼり旗 

３ 

 



（３）ごみ減量学習部会  企画会議：１回 

 ごみ処理の現状を学び，また，資源の再利用方法を体験し，地域や職場等においてごみ減

量等の取組を広めるため，学習会を実施した。 

① ごみ処理施設見学会   （９月１１日） 参加者数：３０人 

・立谷川リサイクルセンター・ペットボトル中間処理施設・上野最終処分場 

② リサイクル企業見学会 （１１月１９日） 参加者数：２０人 

・山形資源㈱【本会会員】 

・山形ウエスセンター(有)石沢幸吉商店【本会会員】 

③ エコクッキング教室   (２月１９日)  参加者数：４９人 

講師：山形中央クッキングスクール校長 古田久子氏【本会会員】 

【延べ２３名スタッフ協力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）広報部会  企画会議：３回 

会や会員の活動情報やごみ減量等の情報を発信・共有を行い，ごみ減量の輪を広めるため，

ホームページの更新や情報紙の発行等を実施した。 

① ホームページ更新（随時） 

② 情報紙の発行 第１号  （１２月）発行部数２，０００部 

        第２号  （３月）     〃 

③ ごみ減量標語募集    （８月２７日～９月２８日） 

テーマ：「ごみ減量・リサイクル」  

応募数：市内１６小学校より１，２１９点 

④ ごみ減量標語コンテスト表彰式 （１２月８日） 市役所大会議室にて 

最優秀賞：１点 山形市長賞：１点 優秀賞：６点 学校賞：２校 

『最優秀賞』 ：もったいない  そのひとことが ごみへらす  

『山形市長賞』：「いりません」 うちはまい日  マイバッグ  

   ⑤ ごみ減量コンテスト受賞作品の展示 （１月７日～１月１１日）市役所市民サロン 

   ⑥ ごみ減量標語マグネットの作製・配付（３月） 作製数：７５０枚 

【延べ３３名スタッフ協力】 

 

 

 

 

 

 

  

リサイクル企業見学会 
（山形資源㈱） リサイクル企業見学会 

（山形ウエスセンター㈲石沢幸吉商店） 

エコクッキング教室 

 当会ホームページ  

ごみ減量標語マグネット 

 

４ 



（５）会員提案・支援事業部会  企画会議：２回 

 会員による，ごみ減量・資源の再利用についての提案及び取組を，会として財政支援を含

めたバックアップを行い，会員の活動を支援するため，提案募集を実施した。 

提案募集 （１２月３日～１月２５日）応募数 ２件（採択なし） 

【延べ６名スタッフ協力】 

 
４ その他 

（１）会員の３Ｒ活動等に係る会員への周知依頼について【平成１９年７月２０日 役員会決定】 

① チラシの配布依頼 

    ａ 事務局から会員向けの郵送時期に依頼時期が合えば同封し送付する。 

       但し，チラシは依頼者が準備し，同封作業は原則，事務局と行う。チラシの範囲

はＡ４サイズ１～２枚まで 

    ｂ 事業（総会，学習会等）の開催時に，依頼時期が合えば，当日参加者に配付する。 

   ② ポスターの掲示依頼  掲示場所が確保できないため対応しない。 

 

（２）共催等申出に対する取扱について        【平成１９年９月１９日 役員会決定】 

本会に対して，本会以外の個人又は団体が行う行事について，共催若しくは後援（以下「共

催等」という。）の申出が出された場合の取扱については，次のとおりとする。 

① 共催等を行う行事 

     共催等を行う行事は，共催等を通して，本会の設立目的である本市のごみの減量及び

資源の再利用が，広く促進されることが期待される次のものについて行うものとする。 

ａ 会員における取組 

ｂ 国及び地方公共団体等における取組 

ｃ その他会が認める取組 

    なお，行事がごみ減量等を対象としている場合においても，次に該当するものについ

ては，共催等を行わないものとする 

    ａ 政治的又は宗教的な目的を有するもの 

ｂ 著しく営利を目的とするもの 

   ｃ 特定の個人又は団体を対象として開催されるもの 

   ｄ 山形市域に住所を有するものが参加資格を有しないもの 

   ｅ 本会の名誉を損なうおそれがあるもの 

② 共催等の内容 

     当面，名義後援のみとし，当会に経済的負担が生じないものとする。 

③ 共催等の申出 

     申出は，事業概要を表した文書とし，口頭による申出は受理しないものとする。 

④ 共催等の承認 

原則，役員会で決定。 

５ 



（単位：円）

大科目 中科目

1,600,000 1,600,000 0

山形市補助金 1,600,000 1,600,000 0 山形市より

10,000 14,964 4,964

繰越金 81 81 0

その他収入 9,919 14,883 4,964 利息　参加費

1,610,000 1,614,964 4,964

（単位：円）

大科目 中科目

350,000 352,796 2,796

会議費 120,000 123,439 3,439 総会，役員会の資料印刷費

事務費 150,000 149,867 △ 133 事務用品　ＯＡ機器リース料

通信費 80,000 79,490 △ 510 郵送料

1,250,000 1,249,861 △ 139

広報事業費 450,000 516,395 66,395 HP管理費　情報紙発行

実践活動事業費 800,000 733,466 △ 66,534

買い物袋持参運動部会
もったいないねット加盟店推奨部会
ごみ減量学習部会
会員提案・支援事業部会

予備費 10,000 0 △ 10,000

1,610,000 1,602,657 △ 7,343

収 入 金 額 円

支 出 金 額 円

差 引 金 額 １２，３０７ 円　(翌年度に繰り越し)

管理費

合　　計

平成１9年度収支決算報告

合　　計

摘要

(平成19年4月1日から平成20年3月31日まで）

科　　目
予算額 摘要

  収 入 の 部

差引増減額

差引増減額

科　　目
予算額

  支 出 の 部

決算額

その他収入

補助金収入

決算額

　１，６０２，６５７

事業費

　１，６１４，９６４

６



監 査 結 果 報 告 書

平成 19年 度ごみ減量 ・もつたいないねット山形の収支決算について,関係帳簿,預

金通帳等を監査した結果,いずれも正確かつ適正に処理されておりましたので報告します。

ごみ減量 ・もつたいないねット山形

会 長  菅 野 節 子 様

平成えθ年≠月′日

ごみ減量 0も つたいないねット山形

＼



平成２０年度事業計画（案） 
                

◎ ５つのＲを推進する取組みを市内全域に広めます 
リフューズ〔Ｒ efuse：不要なものは買わない，もらわない〕 
リデュース〔Ｒeduce：ごみを減らす〕 
リユース 〔Ｒ eu se：繰り返し使う，再利用する〕 
リペア  〔Ｒ epair：修理しながら長く使い続ける〕 
リサイクル〔Ｒecycle：やむなく出てしまったごみから新しい製品を作る〕 

◎ 会や会員の情報を発信・共有し，会員や活動の輪を広げます 
◎ 「もったいない」という共通の認識のもとに，会員の声を聞き，開かれた運営

を行います 
◎ 会員のごみ減量等の取組みを支援します 
 
１ 買い物袋持参運動部会 

     会員が率先して買い物袋を持参し，また，消費者に買い物袋の持参を呼び

かけるとともに，本市域でのレジ袋無料配布を中止する店舗を支援し，不用

なレジ袋や過剰包装を断ることによりごみ減量を目指します。 
     ①店頭キャンペーン ②街頭キャンペーン ③その他啓発イベント 
 

  ２ 事業者会員拡大部会  
      事業者会員のごみ減量や資源の再利用の取組みや，消費者がその取組みを

利用する方法などについて幅広く発信し，事業者及び消費者のごみ減量や資

源の再利用の取組みを広めるため，事業者会員の拡大を図ります。 
①（仮称）ごみ減量できるマップの作製，ホームページへの掲載 

 
  ３ ごみ減量学習部会 
      ごみ処理の現状を学び，また，資源の再利用方法を体験し，地域や職場等

においてごみ減量等の取組みを広めます。 
      ①ごみ減量研修会 ②リサイクル体験教室 ③リサイクル企業見学会 
 
  ４ 広報部会 
      ホームページや情報紙により，会や会員の活動情報やごみ減量等の情報を

発信・共有を行い，ごみ減量の輪を広めます。 
①キャラクター募集 ②ホームページの運営 ③情報紙の発行 
④ごみ減量推進取組みの広報 

 
  ５ 会員提案・支援事業部会 

会員による，ごみ減量・資源の再利用についての取組みを，会として財政

支援を含めたバックアップを行い，会員の活動を支援します。 
      ①支援事業の募集，審査，決定，支援 

運 営 方 針 

第２号議案 

８ 



（単位：円）

大科目 中科目

1,500,000 1,600,000 △ 100,000

25,000 10,000 15,000

繰越金 12,307 81 12,226

その他収入 12,693 9,919 2,774 利息等

1,525,000 1,610,000 △ 85,000

（単位：円）

大科目 中科目

305,000 350,000 △ 45,000

会議費 110,000 120,000 △ 10,000 総会，役員会の資料印刷費

事務費 120,000 150,000 △ 30,000 事務用品  ＯＡ機器リース料

通信費 75,000 80,000 △ 5,000 郵送料 

1,215,000 1,250,000 △ 35,000

広報事業費 490,000 450,000 40,000 ＨＰ管理費　情報紙発行

実践活動事業費 725,000 800,000 △ 75,000

買い物袋持参運動部会
事業者会員拡大部会
ごみ減量学習部会
会員提案・支援事業部会

5,000 10,000 △ 5,000

1,525,000 1,610,000 △ 85,000

1,600,000

摘要

前年度
予算額

差引増減額

  支 出 の 部

前年度
予算額

合　　計

予備費

平成２０年度収支予算（案）

△ 100,000山形市補助金

科　　目
予算額 摘要

  収 入 の 部

山形市より1,500,000
補助金収入

事業費

(平成20年4月1日から平成2１年3月31日まで）

管理費

その他収入

合　　計

科　　目

差引増減額

予算額



 
役員改選について 

（任期：平成２０年度総会～２２年度総会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        
 

 
                        

 

新役員 
役職名 氏 名 
会 長 
（１人） 

 

副会長 
（若干名） 

 

 

幹 事 
（１０人以内） 

 
 
 
 
 
 
 

監 事 
（２人） 

 
 
 

第３号議案 

１０ 



 
ごみ減量・もったいないねット山形 規約 

（名称） 
第１条 この会は，「ごみ減量・もったいないねット山形」（以下「会」という。）

という。 
（目的） 
第２条 この会は，市民，事業者，行政が，山形市域におけるごみの減量及び 
資源の再利用（以下「ごみ減量等」という。）を推進するために，共に考え，

実践し，相互に協力・連携を図り，循環型社会の形成をめざす。 
（事業） 
第３条 この会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。 

（１）ごみ減量等のための情報発信 
（２）ごみ減量等のための実践活動 
（３）その他，この会の目的を達成するための必要な事業 

（会員） 
第４条 この会の会員は，市民，市民団体，事業者，事業者団体及び山形市で 
構成する。 

（入会・退会） 
第５条 入会しようとする者は，入会申込書を提出することとする。 
２ 退会するときは，退会届を提出することとする。 

（役員） 
第６条 この会に，次の役員を置く。 
（１）会長  １人 

 （２）副会長 若干名 
 （３）幹事  １０人以内 
 （４）監事  ２人 
（役員の選任） 
第７条 役員は，総会において会員のうちから選任する。 
２ 副会長のうち，1 人は山形市のごみ減量を所管する部長が務める。 
３ 前条にあげる役員は，相互に兼ねることができない。 

（役員の職務） 
第８条 会長は，この会を代表し，業務を総括する。 
２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。 
３ 幹事は，会長の指示により，会務を処理する。 
４ 監事は，会計を監査し，その結果を会に報告する。 

（役員の任期） 
第９条 役員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 
（アドバイザー） 
第１０条 この会に，アドバイザーを置くことができる。 
２ アドバイザーは，必要に応じ会長が依頼する。 
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（総会） 
第１１条 総会は，毎年１回会長が招集する。ただし，必要に応じ臨時総会を

開催することができる。 
２ 総会の議長は，会長とする。 

（総会の定足数） 
第１２条 総会は，会員の過半数の出席がなければ開催することができない。

ただし，委任状を提出した者は出席者とみなす。 
（経費） 
第１３条 この会の経費は，市の補助金及びその他の収入をもって充てる。 
（会計年度） 
第１４条 この会の会計年度は，毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わ

る。 
（議決事項） 
第１５条 総会は，次の事項を議決する。 
（１）規約の変更 
（２）事業計画および収支予算 
（３）事業報告および収支決算 
（４）その他，この会の運営に関する重要な事項 

（議決） 
第１６条 総会の議事は，出席会員の過半数をもって決し，可否同数のときは 
議長の決するところによる。 

（役員会） 
第１７条 役員会は，会長，副会長，及び幹事をもって構成し，必要に応じ会 
長が招集する。 
２ 役員会の議長は，会長とする。 
３ 役員会は，総会に付議する事項，会の運営に関する事項等を審議する。 
（事務局） 

第１８条 当分の間，事務局を山形市のごみ減量を担当する課に置く。 
（委任） 

第１９条 この規約に定めるもののほか，この会の運営に関し必要な事項は，

役員会において別に定める。 
 
附 則 
１ この規約は，平成１８年１２月１６日から施行する。 
２ この会の設立当初の役員の任期は，第９条１項の規定にかかわらず，成立

の日から平成２０年総会の日までとする。 

１２ 



山形市のごみの状況について　 　（平成１９年度実績から）

1 燃やせるごみ・燃やせないごみ別発生状況

 

（単位　ｔ）

事業系

２　集団資源回収と集積所回収別発生状況

３　リサイクル率

23,91422,514 1,400

計
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１３

実施団体数 451 509 508 515 514



山形市における
レジ袋のXll浅に向けた取組みに関する協え吉

「イオン株式会社」,「株式会社お―ばんJ,「生活協同組合共立社」,「高橋畜産食肉株式会社J,
「マックスパリュ東北株式会社J,「株式会社ヤマザワJ及 び 「株式会社ヨークベニマルJ(以下これらを

総称して「事業者」という。)並びに「ごみ減量・もつたいないねット山形J及び「山形市消費者連合会」
(以下これらを総称して 「市民団体Jと いう。)並 びに 「山形市Jは ,地 球温暖化の防止や循環型の

暮らしの実現に向けて,山形市内におけるごみを出さないライフスタイルヘの転換を図るきつかけとして,

市民,事 業者,行 政が連携協力してレジ袋の削減を推進することを目的に,本 協定を締結し,以 下の

とおり取組みます。

1 事業者は,お 客様に対しマイバッグ等の持参と取組みに対する理解を呼びかけ,平 成20年 7月 1日

から,レ ジ袋の無料配布を行わず,大 幅なレジ袋の削減を図る活動を推進します。

2 市民団体は,マ イバング等の持参によるレジ袋の削減を市民に呼びかけ,運 動を拡大します.
また, レジ袋削減 。レジ袋無料配布中止の取組みを積極的に支援します。

3 山形市は,マ イバッグの持参等によるレジ袋削減を図る活動について,事 業者及び市民団体と

連携協力し,市 民の理解と協力が得られるよう,広 報等の支援を行います。

4 本協定は,協定締結当事者からの申出に基づき変更できるものとし,事業者及び市民団体は,
申出に基づき本協定から脱退できるものとします。

平成 20年 5月 7日

さ玲

イオン株式会社

執行役 東北カンパニー支社長

株式会社ヤマザワ

代表取締役社長

株式会社ヨークベニマル

代表取締役社長

ごみ減量 。もっ生活協同組合共立社

〒務理事 な 小ι疑瀦

株式会社お一ばん

代表取締役

高橋畜産食肉株式会社

代表取締役

マックスパリュ東北株式会社

代表取締役社長

礫 ノlil′そ『会長

山形市消費者連合会

会長
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